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履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

中間・学期末試験

成績評価の方法と基準

第7回目 

評価の領域 評価の基準

第11回目 

第12回目 

第13回目 

第14回目 

第15回目 

第10回目 

第8回目 

第9回目 

授業参加態度

指導者や仲間に敬意をもち、誠実な態度で元気よく授業に参加してもらいたい。

発表内容（態度含む）
プレゼンテーションするとき、クラスメートと目を合わせて、大きな声で元気よく話
ができる。メモを時々見ていいけど、ただ文章を読んではいけません

その他

教科書と参考図書

クラスメートのプレゼンテーションについての感想文は、改善点も述べる。

佐野短期大学シラバス2013

単位数

2単位 選択

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

講師室 授業中に指示します

（特になし）

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

学生は人々の前に英語でプレゼンテーションすることを練習します。

各トピックについて2回の授業をする。1回目には表現を学び、準備をする。2回目にはプレゼンテーションをして、教員とク
ラスメートからのフィードバックを述べる。

特になし

氏名

授業の到達目標

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

特になし

担当者に関する情報

授業の形態 授業の性格

演習

中級英会話

ジェフ・シーマン

プレゼンテーションスキル
2年 後期

オフィスアワー

第2回目 

第3回目 

① グループの前に英語でプレゼンテーションする自信を持つことができるようにする。
② プレゼンテーションの技術を高めることができるようにする。
③ プレゼンテーションを聞くとき、メモを書いて、質問や反応ができるようにする。

授業の方法

この授業を履修すると、あなたは
① 人の前で自信を持って英語で話ができる。
② 様々なトピックについてプレゼンテーションの準備ができる。
③ ある程度、就職面接を英語で受けることができる。

第1回目 

第6回目 

第4回目 

第5回目 

別途、時間割参照


